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研究成果の概要： 

この時代の社会主義的ユートピアの代表作としてのエドワード・ベラミの『かえりみれば

（Looking Backward）』（1888）と、同じくフェミニスト・ユートピアの代表作であるＣ・Ｐ・

ギルマンの『女の国（Herland）』（1915）を、ダーウィンの著作と関連させながら読解するこ

とをとおして、この時代のユートピアの特徴として、「歴史の終焉」としてのユートピアがいか

なる闘争の果てに成立してきたかを明らかにし、そのうえで闘争の欠如したユートピアがふた

たび進歩の動因として闘争を導入していくプロセスを概観した。それをとおして、ダーウィン

以後のユートピアニズムの不可能性を明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005年度 1,400,000 0 1,400,000 

2006年度 600,000 0 600,000 

2007年度 600,000 180,000 780,000 

2008年度 900,000 270,000 1,170,000 

  年度    

総 計 3,500,000 450,000 3,950,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：ダーウィニズム、ユートピア、新歴史主義、エドワード・ベラミ、『かえりみれば』、

Ｃ・Ｐ・ギルマン、『女の国』 
 
１．研究開始当初の背景 
 19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて、英
米におけるユートピア文学に影響をあたえ
た思想としては、（１）ダーウィニズム、（２）
社会主義、そして（３）フェミニズムがあげ
られよう。 
 このうち、社会主義とユートピアニズムに
ついては、Vincent Geoghegan, Utopianism 
and Marxism (1987)があり、フェミニズムと
ユートピアニズムについては、ed. Carol 

Farley Kessler, Daring to Dream: Utopian 
Fiction by United States Women Before 
1950 (1995), Darby Lewes, Dream 
Revisionaries: Gender and Genre in 
women's Utopian fiction (1995)がある。 
 しかし、ダーウィニズムとユートピアニズ
ムについては、一般的言及は数かぎりなくあ
る割には、そしてそのなかには Frank E. 
Manuel and Fritzie P. Manuel, Utopian 
Thought in The Western World (1979)のよ
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うなすぐれた研究がないわけではないが、ダ
ーウィンの著作を具体的に読解したうえで
の実証的かつ学際的な新歴史主義的研究は
乏しい。 
 そのような研究状況のなかで、本研究はダ
ーウィニズムとユートピアニズムの関係を
新歴史主義的に追究することをめざすもの
である。 
 
２．研究の目的 
 進化が進歩と混同されていた 19 世紀後半
から 20 世紀前半にかけての思想的状況のな
かで、進化論としてのダーウィニズムは陰に
陽にユートピアニズムに大きな影響をあた
えていた。しかしその一方で、進化の要因と
しての生存闘争の必要性を主張するダーウ
ィニズムと、闘争の歴史の終焉を前提とする
ユートピアニズムははたして相容れるもの
なのか。本研究はそのような問いに答えるこ
とによって、この時代のユートピアニズムの
特質のひとつを、ダーウィニズムとの関連に
おいて明らかにすることをめざす。 
 より具体的には、この時代の社会主義的ユ
ートピアの代表作としてのエドワード・ベラ
ミの『かえりみれば（Looking Backward）』
（1888）と、同じくフェミニスト・ユートピ
アの代表作であるＣ・Ｐ・ギルマンの『女の
国（Herland）』（1915）の読解をとおして、
このふたつのユートピア小説において、「歴
史の終焉」としてのユートピアがいかなる闘
争の果てに成立してきたかを明らかにし、そ
のうえで闘争の欠如したユートピアがふた
たび進歩の動因として闘争を導入していく
プロセスを概観する。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究の学術的な特徴としては、学際的か
つ歴史主義的な研究方法にある。 
 そもそも 19世紀後半から 20世紀前半にか
けて、英米においてユートピア文学が流行し
た理由としては、産業革命以降の科学技術
（予防医学、公衆衛生をふくむ）のめざまし
い発展があげられるが、そのほかにも、（１）
ダーウィニズム、（２）マルクス主義的共産
主義あるいはフェビアン社会主義などの社
会主義、そして（３）フェミニズム、といっ
たさまざまな思想的な分野からの大きな影
響力が見逃せない。したがって本研究は、文
学作品のみならず、歴史的テクスト、思想的
テクストを横断的に研究する学際的なユー
トピア研究をめざす。 
 そういうものとしての本研究は、トマス・
モア『ユートピア』以降の英語圏におけるユ
ートピア文学の伝統を視野におさめる通時
的な研究であるよりも、19 世紀後半から 20
世紀前半の文学・歴史・思想にまたがるユー

トピアニズムを、その同時代的コンテクスト
のなかで理解しようとする歴史主義的研究
でもあることをめざす。その時代のテクスト
全体を、ひとつの同時代的インターテクスト
と見なし（「新歴史主義的」研究と名づける
ゆえんである）、そのなかでとくにダーウィ
ニズムとユートピアニズムの関係を学際的
に検討していくことをめざすものである。な
かでもダーウィンの著作がとくに重要であ
ることは言うまでもない。 
 
４．研究成果 
 ユートピアとは、言うまでもなくトマス・
モアの造語として、「実在しない場所
（ou-topia=no place）」であり、また、「理想
的な場所（eu-topia=good place）」というこ
とでもある。それは理想の実現した完璧な世
界として一種の静的なたたずまいをもって
いる。というのはユートピアとは、ユートピ
アの実現にむけた闘争の歴史が終わったと
きはじめて出現する、欠けたところのない
「理想的な場所」だからである。要するに、
ユートピアとはひとつの完成された世界と
して「歴史の終焉」を意味している。ロジャ
ー・リー・エマソンがユートピアの特質のひ
とつを、「歴史が無視されている永遠の静止
社会」と定義しているのは、同様なことを意
味しているだろう。 
 ユートピアが「歴史の終焉」を意味してい
ることは、19 世紀後半の階級闘争の歴史が終
息し「秩序と平等と幸福の楽園」と形容され
うる一種の社会主義の実現がえがかれてい
る『かえりみれば』の社会主義的ユートピア
において明らかであるばかりでなく、地域的
隔絶が起こって以降 2000 年の時間のなかで
姉妹愛の世界を実現した『女の国』のフェミ
ニスト・ユートピアにおいてもあてはまる。 
 「女の国」のユートピアが成立した歴史的
経緯は『女の国』第 5 章に記されている。 
 西暦紀元のころ、このあたりには奴隷制を
ともなった一夫多妻制を採用する部族が住
んでいた。そこに戦争が起こり、多くの人び
とが死んだが、生き残った人びとは奥地に退
いて生きることになった。そこに今度は火山
の爆発が起こって地震が発生、それによって
奥地から海岸線におりてくる唯一の道がふ
さがるとともに、その場所に土地の隆起が起
こり、外界と遮断される世界ができあがった。 
 不幸なことに、男性のほとんどが加わって
いた軍隊は、隆起した土地の下敷きになって
壊滅。生き残った男性といえば、ほとんど奴
隷と子どものみだったが、この混乱に乗じて
奴隷たちは反乱を起こし、自分たち以外の、
男の子をふくむ生き残った男性のすべて、お
よび年輩の女性を殺害し、みずから支配者に
なる。しかしそこで若い女性が残忍な元奴隷
の支配者にたいして立ち上がり、かつて女奴



 

 

隷だった者をのぞいて彼らを滅ぼしてしま
う。こうして、奴隷の反乱と女性の蜂起とい
う闘争の歴史をへて、女性だけの世界があら
われるのである。 
 女性だけが残された世界のなかで、女性た
ちは生存のために土地を耕して農業をはじ
める。しかし子どもが生まれないかぎり、そ
の協同生活はいつか終わってしまうだろう。
ところが、「5 年か 10 年」がたったときひと
つの奇跡が起こる。ひとりの若い女性が単為
生殖（処女生殖）によって、すなわち女性だ
けの性によって子どもを産んだのである。
「新しい必要という圧力」のもとで「未知の
力」が発達してきたということなのである。 
 その後も、単為生殖というこの「未知の力」
のおかげで同じ女性から 4人の子どもが生ま
れる。合計 5 人であるが、そのすべてが女性
である。彼女たちは成長し、今度は彼女たち
自身が「未来の母」となり、それぞれ 5 人ず
つの女子を出産する。そしてその 25 人の女
性も、また 5 人ずつの女子を――という次第
で、第 4 世代までに 155 名の「新しい人種（a 
new race）」が誕生することになったのであ
る。 
 その後も同じ 30年に 5倍という割合で「新
しい人種」が増えつづけていく。その結果と
して、あらゆるユートピアが必然的に孕まざ
るをえない問題が、「女の国」というフェミ
ニズム・ユートピアを襲うことになる。それ
は、人口の問題である。 
 

  そして国が人でいっぱいになってきた。
30 年ごとに人口が 5 倍になれば、ほどな
く限界に達してしまう。とくにこういう小
さな国においてはなおさらだろう。［中略］ 
  しかし、どんなことをしようと、まもな
く彼女たちは「人口の圧力」という問題に、
じつに深刻なかたちで直面することにな
った。人口の過剰が生じ、それとともに不
可避的に生活水準の低下が起こった。 

 
 このユートピアの第一の歴史的転換期が、
女性が単為生殖というかたちで子孫を増や
しはじめたときだったとすれば、第二の転換
期は、限られた土地から産出される食糧の量
にたいする人口が飽和の段階に達したとき
だったのである。 
 チャールズ・ダーウィン、そしてダーウィ
ンとともに「自然選択」による「進化」論――
ダーウィニズム――の主唱者となった A. R. 
ウォレスが、彼ら共同のアイデアを別々に思
いついた契機となったのは、ともにマルサス
の『人口論』を読んだことだったと言われて
いる。生産される食糧に比して人口が過剰に
なれば、そこに必然的に食糧を奪いあう「生
存闘争」が起きるからである。それが「女の
国」でも起こったのである。 

ここの女たちはそれにどう対処したのだ
ろうか。  
 

「生存闘争」によって、ではなかった。
そうした闘争は結局、たがいに他より抜き
ん出ようとする育ちのよくない人びとに、
永遠の苦しみをもたらすことになるだけ
だろう。何人かがトップに出ることはある、
それも一時的に。しかし大多数は絶えず押
しつぶされ、貧者と堕落した者からなるみ
じめな下層集団を形成する。そして誰にも
静かな平和は訪れることなく、人びとのあ
いだにほんとうに高貴な資質が育つ可能
性もない。［中略］ 
  そんなことをするかわりに、会議を開い
て、とことん考えぬいた。彼女たちはひじ
ょうに明晰な思考力の持ち主だったのだ。
「わたしたちが要求する平和や快適さや
健康や美しさや進歩の水準を保ったまま
で、この国が許容できるのは、最大限の努
力をして、これこれの人数です。いいでし
ょう。では、その数を、この国の人数とし
ましょう」 
  彼女たちは母親だったが、しかし国土、
あらゆる土地を、いっぱいにあるいは過剰
に満たし、そのあげくに自分の子が苦しみ、
罪を犯し、たがいに戦いながら死んでいく
のを見ることになる、意志をもたないみじ
めな母親ではない。彼女たちは自覚的に国
民を創造する母親だ。彼女たちにとって、
母性愛は野蛮な情熱でも、たんなる「本能」
でも、まったく個人的な感情でもなく、一
種の宗教だったのだ。 

 
 意識的に出産をコントロールする方法を
見いだした「女の国」の住民たちは、ひとり
の女性がひとりの子どもだけを出産するこ
とによって、「人口のバランス」を確保する
ようになっていたのである。その結果、「混
雑」がなく、「日当たりも風通しもいい自由
さがいたるところに存在している」この国に
は、「生存闘争」ではなく、姉妹愛の原理――
「姉妹愛の限りない感情、奉仕における幅広
い一体性――が支配するユートピアが生まれ
たのである。 
 奴隷だった支配者を打ち倒し、自分たちだ
けの姉妹愛の世界を形成し、集約農業のシス
テムをつくりあげる一方で出産をコントロ
ールすることで人口過剰を回避するという
歴史的なプロセスのあとで、「女の国」の女
性たちは、生存闘争から自由になったユート
ピアを創造したのである。このユートピアの
特質は、それを訪れた 3 人の男性のうちでも
っとも反フェミニズム的なテリー・ニコルソ
ンによっていみじくも指摘されている。 
 

  「人生は闘争（struggle）だ。そうでな



 

 

ければならない」と彼は言い張った。「も
し闘争がなければ、そこに人生はない。そ
れだけのことだ」 
  「それはナンセンスだ。男性的なたわご
とだ」と平和主義者のジェフは答えた。彼
は「女の国」の熱烈な弁護者となっていた。
「アリは闘争によって多数を養っている
わけではないだろう。ハチはどうだい？」 
  「昆虫にもどってアリ塚に住みたいと
いうなら話はべつさ。生物がより高等にな
っていくのは闘争によってなんだ。闘い
（combat）によってなんだ。だけどここに
はドラマがない。あいつらの劇を見てみる
がいい。うんざりだ」 
  その点はそのとおりだった。この国の演
劇は、われわれの趣味からいえば、退屈な
ものだった。彼女たちは性的動機を欠いて
いるから、嫉妬もない。敵対する国どうし
の交渉もない。貴族制もなければ、それに
まつわる野心もない。富める者と貧しい者
の対立もない」 

 
 女性しかいない「女の国」は、両性のあい
だの「闘争」が終息しているだけではなく、
国家間の「闘争」も、階級間の「闘争」もな
い、その意味で「歴史の終焉」以後の世界に
ほかならない。これこそがこのユートピアの
本質的特質なのである。 
 しかし問題はここからである。闘争の終息
は、ダーウィニズム以後の思想空間のなかで、
ひとつの不安、すなわち退化（degeneration）
の不安とむすびつくものだったからである。
「生物がより高等になっていくのは闘争に
よってなんだ」というニコルソンの言葉、あ
るいは「自然の法則は生存闘争を要求してお
り、その闘争のなかでは生存最適者が生き残
り、不適者が滅びる」という「ぼく」の言葉
は、たとえばダーウィンは『人間の由来』の
なかの言葉と反響しあっている。 
 

  人間も他の動物と同じく、きっと急速な
増殖の結果の生存闘争を経て、今の高度な
現状にまで前進してきたのである。これか
らもさらに高いところへ前進しようとす
るなら、なお厳しい闘争に従事しつづけな
ければならないのだということを気にす
べきである。そうでないと人間は怠惰に沈
み、人生の戦いにおいて、より才能を与え
られた人々が恵まれていない人々よりい
い結果を出すということもなくなってし
まう。だからわれわれの自然な人口増加率
は、たとえそれが多くの顕著な悪につなが
るとしても、けっして大きく下げてはなら
ない。 

 
 ダーウィンがマルサスの『人口論』から自
然選択説の着想を得たということは前に述

べた。ちょうどそのマルサスの著作が 18 世
紀末の啓蒙主義的ユートピアニズムに水を
かけるものだったように、ダーウィニズムは
19 世紀末から 20 世紀にかけてのユートピア
ニズムに暗い影を投げかけるものだったの
である。生物を人類のレベルまで高めてきた
のが「生存闘争」だったとすれば、その闘争
が終息してしまったこの時代のユートピア
にはいったいなにが起こるのか。 

このような人類退化の不安の文学的表現
は、H. G. ウェルズの『タイムマシン』（1895）
のなかにあらわれる未来人種「エロイ」だろ
う。ユートピアのなかに発見されるその「人
類の黄昏」「人類の衰退期」の風景は、ダー
ウィニズム以後のユートピアの不可能性に
かんするもっとも雄弁な表現にほかなるま
い。ユートピアのなかには当然のことながら
生存闘争が存在してはならないが、しかし闘
争が存在しないかぎり、ユートピアは遅かれ
早かれ退化の下降線をえがくことにならざ
るをえない…… 
 このパラドックスこそ、ダーウィニズム以
後のユートピアニズムがかならず孕まなけ
ればならなくなったものであり、そこにユー
トピアの不可能性が暗示されているのであ
る。 
 その結果、『女の国』は、最後にいたって
エラドーを「ぼく」とともに女の国を脱出さ
せることによって、「女の国」というユート
ピアを否定することになる。 
 

 「わたしはすべてを楽しむわ」と彼女は、
希望に目を輝かせながら言った。「あなた
の国がわたしたちの国と違うのはわかっ
ています。ここの静かな生活があなた方に
はどれほど単調に見え、あなた方の生活が
どんなに刺激にみちたものか、わたしには
わかっています。それはあなたが前に話し
てくれた、第二の性が導入されたときの生
物学的な変化のようなものにちがいあり
ません。はるかに動きがあって、絶えず変
化があって、新しい成長の可能性にみちて
いることでしょう。」 
わたしは彼女に、性にかんする最新の生

物学的理論を話したことがあった。だから
彼女はふたつの性をもつことの優越性、男
のいる世界の優越性を深く確信していた
のだった。 

 
単為生殖によって人口が維持されてきた

「女の国」のなかでは、自然選択が働いて種
の進化が起こっていくために必要な個体間
の変異は、基本的に得られない。例外は突然
変異であり、そのモティーフもこの作品には
導入されているが、両性がそろっている種よ
りもはるかにそれが得られにくいのは確実
だろう。したがって、種の進化の可能性とい



 

 

うことになれば、単為生殖によって人口を維
持する「女の国」よりも、はるかに大きな変
異を期待できる、両性のそろった社会のほう
がすぐれた社会ということになる。 
ここにおいて、「女の国」というユートピ

アと、それが批判しているはずの現実のアメ
リカ社会との関係は逆転することになる。批
判される現実のアメリカはたしかにいろい
ろな面でユートピアに劣っているが、しかし
「女の国」にはないひとつの長所をもってい
るのである。すなわち、男女両性をそなえて
いることによる「動き」「変化」「新しい成長
の可能性」である。こうして、「女の国」と
いう単為生殖のユートピアは否定され、両性
の生殖にもとづくシステムへの復帰を希求
する方向が打ち出される。 

闘争の終焉としての静的なユートピアは、
闘争の欠如のゆえにユートピアではないと
いう結末。ユートピアの本質的矛盾があらわ
れるこのような結末は、同じようにあらゆる
闘争が終息している『かえりみれば』の社会
主義的ユートピアにも訪れるものでもある。
ここではその詳細を明らかにすることはで
きないが、おそらくはこのような結末は、た
んにこのふたつのユートピアにとどまらず、
ダーウィニズム以後のユートピアに共通す
る特徴として想定できるのではなかろうか。 
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